
海岸の砂地に生える越年草。葉は根ぎわに群生し、厚くなめらかで、長楕円状へら形、長さ8-17cm、幅

1.5-3cm。9-11月、群生する葉の中央から高さ30-50cmの花茎を伸ばして著しく分枝し、多数の小穂から
なる円錐状の花序をつくる。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Limonium  tetragonum  (Thunb.) A.A.Bullock

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

姫路市、相生市、赤穂市、たつの市、新温泉町、洲本市、南
あわじ市

■ 国内分布

本州（三陸海岸以南の太平洋側）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

イソマツ科

兵庫県ランク…ハマサジ
環境省ランク… NT


